
アゴラAgoraは、古代ギリシャの都市国家にあった公共の広場（英 market pIace, public square）を指します。
本欄は、薬理学の広場に集まる多くの会員の皆様に、現在第一線で活躍中の会員の方より各種の提言をしていただく
ことを目的としています。特に若い会員の皆様に有意義な提言を掲載できれば、と編集委員一同期待しております。
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生体機能解析学分野

ネット時代のことばネット時代のことば

いきなりですが問題です．次の中国語の意味をご想像ください（答えは最後）．

（1）胆固醇　（2） 胞凋亡　（3）疫苗　（4）腺病毒　（5）基因

チャネル研究の傍ら，生命科学の専門用語を収集・整理しつつ「ライフサイエンス辞書」としてネッ
トで公開しはじめて 15 年になる．元はと言えば，パソコンの日本語ワープロ『一太郎』で余りにも専門
用語が誤変換されるので，出たばかりの薬理学用語集（1993 年，現在は薬理学会Webサイトで閲覧可
能）から必要と思われる用語を手入力で登録していったのが始まりである．その後，電子化テキストの
計量的解析をしながら辞書を制作していると，英語や日本語の専門用語というものの実態がいろいろと
見えてくる．この機会に，薬理学に携わる方々にインターネット時代の研究情報発信を考えたときの
「ことば」について，日本語の持つ問題点を中心に考えていただきたい．
学部の講義が始まる春になると，いつも学生への説明で困ることがある．薬理学を始めるにはagonist

と antagonistの概念をまず理解しなくてはならないが，この日本語が前者は「作動薬」や「作用薬」，後
者は「遮断薬」や「拮抗薬」と著者や書籍によって一致しない．カタカナで「アゴニスト」と書かれる
場合も多く，国家試験ではさらに「刺激薬」だったりして，ちょっと進んで inverse agonistが出てくる
頃には面倒で英語で書いたりする．考えてみると，同じような専門用語の「ゆれ」は日本語で異常に多
く，proteinの訳語は何種類も存在し，前後に随伴する語句によって，本来の学術用語である「タンパク
質」は「プロテインキナーゼ」や「蛋白尿」のように書き分けられている．
人間が書物や論文を読み書きするだけの時代なら，それでも問題はなかった．しかし現代はネット検
索が情報の流通を支配している．Googleの同義語処理はなかなか優秀になってきているが，上記の専門
用語の「ゆれ」を試しに検索してみても件数やリスト内容が変わってくるので，まだ考慮されていない
ようだ．J -STAGEや医中誌など，日本国内で制作されているデータベースも同義語の処理はまるで賢く
ない．学会抄録もいずれ電子化される時代が来ると思われるのだが，日本語では検索漏れが怖そうであ
る．その点，PubMedのような英語圏のデータベースは電子化の以前から同義語辞書（thesaurus）を作
り対応してきた．英語でも異表記は数多く存在するからである．PubMedの背後で我々が意識せずに使
っているMeSHは同義語をまとめるのみならず，概念の上位下位関係を樹状に整理しているため，異な
る粒度の用語に対しても検索が頑強に設計されている．
そもそも日本の学術用語は，明治時代に西周らの知識人が舶来の概念から「化学」や「代謝」のよう
な漢語をあみ出すことで始まったとされる（山口仲美『日本語の歴史』岩波新書）．したがって，これら
は日本オリジナルの造語であり，その後，昭和の時代に日本人とともに中国へと広がっていったことか
ら，現在，中国語の基本的な学術用語（例えば解剖学）は日本語と同等の表記をするものが非常に多い．
しかしながら，戦後の急速な科学の発達は新しい概念や事物の発見を伴い，必然的に英語で生み出され
る専門用語は爆発的に増加した．
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ここで日本人は便利なカタカナ語を多用した．カタカナ語は新しい概念や事物を書き表すのに極めて
便利なことばであり，縦書きにも対応できる．漢字かな混じり表記の文書にカタカナが適度に配置され
ることで，日本人はパターン認識的に文書を読み進めることができる．一方，中国では文頭の問題にあ
るように，文字の意味を組み合わせた造語や，類似した発音に対する当て字で対応が行われた．（ちなみ
に「遺伝子」は中国語で「基因」で発音は geneに近く，そのセットである genomeは基因 となった
らしい）．漢字のみで表記する中国語のセンスには感心するものの，真似をしようと日本人が思わない
のは，日本語でカタカナ語を容易に作り出せるからである．そのため近年のカタカナ語の氾濫は著しく，
しかも明治以来の「外来語」はドイツ語に倣ったものが多いため，発音が英語とはかけ離れている場合
が多い．アクセントも然りである．天然アミノ酸 20 種類を英語で正しく発音できる学生がほとんどお
らず，カタカナ語は日本人にとって英語口演の阻害要因ですらある．また，多くの欧米人が日本語学習
にとって最も難しいと感じるのは，英語での発音と表記が異なるカタカナ語であるという．
日本語という柔軟で便利な言語をもったばかりに，日本では新しい用語は無制限に生み出される．も
ちろん我が国でも学術用語は規定されてきた．日本国内の学会や政府が制定した学術用語集はゆうに
100 種類を超えているが，その改定や統合は遅々として進まず，ほとんどは十年以上も放置されてから
改編が行われる．しかも，用語集の背景にある思想は「標準化」であり，それぞれの団体が他の表記を
併記していないため，「上皮小体」派と「副甲状腺」派に分断されたりする．そろそろ欧米で標準化され
ているような thesaurusを日本でも規定しないことには，ネット時代の日本語による情報が十分に活用
されない危険すらある．
ネット情報の活用というと，単なる検索を想像されると思うが，実はそれに留まらない．DNA塩基配
列の膨大な蓄積が，その情報から生物学的な意味を抽出する bioinformaticsを興したように，今後，医
療文書や文献が蓄積されることによって clinical informaticsのように人間の書いたテキストから知識を
抽出したり，あるいは入力と知識ベースを照合して人間に警告を発するような応用が考えられる．薬理
学領域で言えば，電子カルテからの薬物有害事象の自動発見や処方箋入力時の禁忌・相互作用の警告な
どは，利用価値が高い．そういう活用のためにも用語法の整理は学術界において常に議論されるべきで
ある．
さて大上段からの話はこれくらいにして，最後に読者の皆さんも気をつけておいたほうが良いことを
2，3助言したい．まず 1つは，もし皆さんが編み出した新しい発見に名前をつけるなら，その名前は慎
重に考え，既存のいかなる用語とも重ならないようにすべきである．略語も英語も同様である．最近は
洒落たつもりで汎用されている単語を医薬品名や遺伝子名にしているような例があるが，先に述べたよ
うな利用にとってこれは最悪である．2つ目は，予算書などで多用されるような新しさを狙っただけの
妙なカタカナ語を使うことを極力やめ，必要であれば英語の原表記で記したほうが良い．最後に，研究
発表に用いるすべての文書は，電子的に「検索」されて初めて価値が生まれるものと見なし用語を選択
すべきである．ちなみに英語が万能のように思われるかもしれないが，英語だけでは教育研究はともか
く医療は成立しない．また，英語は increaseのように名詞と動詞が同一形の単語が多く，複数形 sと三
単現 sが同じであるため自動構文解析が割と難しい言語であることも付け加えたい（有名な例は Time 

fl ies like an arrow＝時バエは矢を好む？）．人間が読んでも，コンピュータに読ませても，誤解されない
ような文章が最高である．

【答】
（1）胆固醇＝コレステロール　（2） 胞凋亡＝アポトーシス　（3）疫苗＝ワクチン　（4）腺病毒＝アデ
ノウイルス　（5）基因 ＝ゲノム


